
13

はじめに

アメリカのインタープリテーションの第一人者
といわれるフリーマン・ティルデンをもってして，

「私はインタープリテーションの概念について 25
年近く携わってきており，多少の考えを得て，そ
の定義についてもいろいろ書いてきたつもりだ
が，いまだにそれがどういうものであるかがわか
らない」(Tilden 1957) と言わしめたように，イ
ンタープリテーションの概念を一言で定義するの
は難しい。また，アメリカのナショナルインター
プリテーション協会のウェブページで「インター
プリテーションとは」の定義を検索してみると，
世界各国のインタープリターがそれぞれ自分の定
義する「インタープリテーション」について動画
で語っているが，天然資源や貴重な遺産の大切さ
を教えるというものから，過去の過ちを現在の人
間に伝える，自然の不思議さ，面白さを理解させ，
そこから自然保護の気持ちを育てるといったもの
まで，かならずしもまとまった定義を述べている
わけではない。しかし，それぞれのメッセージに
共通していることは「インタープリテーションは
単なるメッセージではなく，その背景にあるもの
を伝える」といっていることである。

さて，日本におけるインタープリテーションの
普及はどうであろうか。残念ながら日本において
インタープリターというと一般的には言語の通訳
をイメージされることが多く，ましてや日本の国
立公園にはアメリカでいうところのパークレンジ

ャーのインタープリターはほとんどいないか，い
てもインタープリテーションをやる暇がないよう
である。 また観光ガイドとインタープリターの
違いも理解されにくく，さらに日本ではエコツア
ーガイドや森林インストラクター，自然観察指導
員と呼ばれる人たちもおり，そういう人たちの仕
事との区別もあいまいである。さらに， 日本では
インタープリターを「自然解説員」と訳している
ため，その訳語からくる誤解もある。 アメリカ
の国立公園体系には自然遺産だけでなく文化遺産
や歴史遺産も含んでいるため，国立公園でインタ
ープリテーションをするということは自然解説だ
けでなく歴史， 文化の解説活動も含まれるのだ
が，日本では自然保護を中心とする国立公園の中
で紹介されたために， 自然解説員と訳されてしま
っている。 しかし，日本の国立公園内には自然
遺産ばかりでなく，社寺仏閣などの歴史的建造物
や貴重な文化遺産も存在しており，これらの大切
な遺産の解説も含まれなければならない。

そこで，本研究は過去に 2 回のワシントン D.C. 
への現地調査を通して，アメリカ国立公園局のイ
ンタープリテーションプログラムの歴史的背景と
その発展について調査した結果をもとに，アメリ
カのインタープリテーションの特色とインタープ
リターについて多くのインタビューを通してまと
めてみた。

１．インタープリテーションの歴史

インタープリテーションはいつ頃から始まった
のだろうか。 インタープリテーションによるビ
ジター教育は国立公園の目的の一つであり， 自然
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を保護する上で大事な役割を担うものである。 
しかしこのインタープリテーションがいつ頃から
どこで誰によって唱え始められたかについての定
説はない。オーストラリアのインタープリテーシ
ョンの歴史の中には国立公園制度ができる以前に
アボリジニたちによってその土地の歴史や文化が
口承されてきた行為もインタープリテーションで
あるとも言われている。 コミュニティインター
プリテーションの専門家のミシガン州立大学の
G. J. シュレーム 教授も昔からコミュニティに伝
わる話に対して同じような解釈を述べており

（Cherem 1991）， そういう点から考えると， 日本
でも各地に伝わる民話， 童話， 各地の迷信， 風習
等が地域の人々によって語り継がれてきた行為も
インタープリテーションと言えなくもない。　要
するにインタープリテーションはコミュニケ―シ
ョンの一手段であり， どんな手段を特にインター
プリテーションと呼ぶかは個々の定義に委ねられ
ている。

国立公園についていえば， アメリカでは，イン
タープリテーションプログラムは国立公園の目的
を果たす大きな役割を担ってきた。我が国におい
ても公園管理にインタープリテーションが重要で
あるという認識は近年特に高まり，エコツーリズ
の発展とともにその需要も伸びてきている。また
環境教育や自然とのふれあいを推進するためには
インタープリテーションによる教育活動は欠かせ
ないものであり， 環境教育の研究者，専門家，自
然保護活動実践家等が諸外国の例を研究し， また
自分たちの活動をふまえて独自のプログラム等を
作成， 実施しているケースも増えてきている。

２． アメリカのインタープリテーションの
先駆者たち

アメリカの国立公園には 2 つの目的がある。
人々が国立公園を楽しむレクリエーション利用と
貴重な生態系を守る自然保護である。そして，ア
メリカのインタープリテーションプログラムはそ
の目的を遂行するための欠かせないものとして位
置づけられてきた。人々は国立公園を訪れた時に

その国立公園について理解し，楽しみ，また十分
堪能できるようインタープリテーションプログラ
ムを利用する。また，インタープリテーションは
訪れる人々が自然保護に貢献できるような場を用
意し，またそれを伝える教育的責任を持つものと
して位置付けられている。それではアメリカのイ
ンタープリテーションの発展に寄与した先駆者を
何人かあげてみよう（U.S. National Park Service 
2007） 。

(1) ジョン・ミューア（John Muir）
いうまでもなくアメリカで名インタープリター

と言われているのが， アメリカの自然保護の父， 
ジョン・ミューアである。 ジョン・ミューアは
ヨセミテ渓谷で生計を立てる一手段として初期の
公園利用者やハイカーを案内していたが，ミュー
アの解説は人の心をとらえて離さず， またこれほ
ど知識のある人間はいなかったと後にミューアの
弟子が語っている。 ミューアはこのヨセミテに
いる頃にインタープリテーションの技術を磨き， 
また生態学やウイルダネスの生態系の構造等を理
解し， ヨセミテに暮らしていた 1871 年に記した
ノートに「インタープリット」という言葉を用い
ている。 すなわち，「私は岩石をインタープリッ
ト（解説）し， 洪水， 暴風雨， 雪崩の言語を理解
し， 氷河や野生の園と友になる。 そしてできる
限りその世界の心に近づきたい」と表現している。
しかし，このミューアの表現はまだ自然とコミュ
ニケーションするというより自然を理解するニュ
アンスであった（Mackintosh  1986）。

(2) イーノス・ミルズ (Enos Mills)
ミルズはカンサス出身で，結核にかかった時期

にコロラドに移住した。15 歳の時に 14，255 フィ
ートのロングスピーク (Longs Peak) に初めて登
頂した。その後，ミルズは 40 回以上もの旅をし，
300 回以上のガイドも経験した。1887 年に健康
が回復するとモンタナ州のビュッテ (Butte) に移
り住んだ。彼は 1902 年までアメリカ西海岸，ア
ラスカ，ヨーロッパで多くの夏を過ごしたが，彼
の自然保護運動へのかかわりは，偶然にもジョン・
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ミューアとの出会いからだった。1889 年にサン
フランシスコの海岸を歩いている時に，偶然に通
りかかった人物に海藻についての質問をしたとこ
ろ，それがジョン・ミューアだったのである。こ
の海藻についての会話から友情にまで発展し，彼
はミューアに勧められ彼の探検の話を発表するよ
うになり，自然保護活動にも携わるようになった
のである。

1902 年にコロラドに戻るとエステスパークに
あるロングスピークハウスを彼のいとこから買い
取り，そこを拠点として活動を始め，のちにロン
グスピークインを建設した。そしてそこに滞在す
るゲストに周辺のウイルダネスやネーチャーウオ
ークの案内をした。ミルズはのちにアメリカで最
初のネーチャガイド学校も設立した。1902 年か
ら 1906 年の間，彼はコロラド州の積雪観測員も
務めた。その仕事とは雪の深さを測量し，春や夏
に流れる水量を予測することであった。その後，
1907 年から 1909 年にかけて，森林に関する政府
の講師を務めた。その間，自然やエステスパーク
周辺についての記事や本を出版した。また，ミル
ズはロングスピークを国立公園にする運動も展開
し， シ ェ ラ ク ラ ブ や ア メ リ カ 革 命 の 娘 達
(Daugters of the American Revolution) の団体
の助けも借りて，ついに 1915 年にロッキー山脈
を国立公園にすることに成功した。彼は「ロッキ
ー山脈国立公園の父」と呼ばれ，その後，1922
年に 52 歳で亡くなるまで精力的に講演や執筆活
動を続けた。現在のロッキー山脈国立公園のミル
ズ湖は彼の名前に由来するものである。ミルズは
自然アドベンチャーガイド等， 約 20 冊近い本を
出版したが， 今でもこれらの本はインタープリタ
ーに愛読されている (US National Park Service  
2007)。

(3) フリーマン・ティルデン (Freeman Tilden)
フリーマン・ティルデンは 1883 年にマサチュ

セッツ集マルデンに生まれた。若いころから父親
の新聞社のブックレビューを書くなどの仕事を始
め，高校卒業後はさらに，多くの記事を書くよう
になった。外国人特派員としても多くの国を旅し

て様々なトピックで記事を書いた。時にはフィク
ションや芝居などの脚本も手掛けた。こうった幅
広い経験を持ちながら何か満たされないものがあ
り，それが国立公園に関わるきっかけに導いた。
若い時から新聞社のコラムニストであり， 作家で
もあったのだが， 彼が自分の生活を変えようと思
い始めた 58 歳の頃に， 友人だったアメリカ国立
公園局局長，ニュートン・ドゥルーリーに国立公
園局で働くことを勧められ， そこで働くことを決
心した。 ティルデンはいろいろな国立公園を回
り，職員やビジターたちと話をしたり，時には国
立公園の職員に政策について助言をしながら，そ
れらをもとに国立公園の意義と価値を，「国立公
園：それらはあなたや私にとって何を意味する
か」”The National Parks: What They Mean to 
You and Me”という本にまとめ出版した (Tilden 
1951)。また公園におけるインタープリテーショ
ンプログラムの質を高めることが必要であると思
い始め， やがて 1957 年にインタープリテーショ
ン に 関 す る「 我 々 の 遺 産 を 解 説 す る 」

“Interpreting Our Heritage”を書きあげて出版
した (Tilden 1957) (US National Park Service 
2007)。

(4)　 グラント　W. シャープ (Grant W. Sharpe)
シャープはシアトルのワシントン大学森林学部

教授でアウトドアレクリエーションが専門だった
がナチュラリストでもあり，5 ヶ所の国立公園で
16 回の夏をナチュラリストとして活躍をした。
また，専門家を 20 人集め，国立公園及び保護地
域におけるインタープリテーションサービス及び
その施設に関する「環境をインタープリテーショ
ンする」“Interpreting the Environment”とい
う本を発表した。のちに彼の功績をたたえてナシ
ョナルインタープリテーション協会はグラント　
W. シャープ賞を設けた（Sharpe1982）。

(5) ウイリアム　Ｊ . ルイス (William J. 
Lewis)

ルイスは 1980 年に「パークビジターのために
解説する」(Interpreting for Park Visitors) とい
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う本を出版し， 特別な種類のインタープリテーシ
ョンプログラムをする時の実践的な知恵やガイダ
ンスを提供した（Lewis 1980）。 ルイスの本もテ
ィルデンの本同様， この分野の古典書としてパー
クレンジャー達に利用され，インタープリテーシ
ョンの職業化に役立っている。 またルイスはイ
ンタープリター養成やコーチングのパイオニアに
なった人物でもある。

(6) サム・ハム (Sam H. Ham)
サム・ハムはアイダホ州立大学天然資源学部資

源レクリエーション＆ツーリズム学科の教授で，
かつ国際トレーニング及びアウトリーチセンター
の所長でもあったが， 彼は 1992 年に「環境イン
タープリテーション」”Environmental Interpre- 
tation”を出版し， その中でインタープリテーシ
ョンが他のコミュニケーションと異なる 4 つの要
素について述べている（Ham 1992）。 これらの
要素はまさに職業としてのインタープリテーショ
ンについて言い当てているといえよう。 それら
の 4 つの要素とは
①�インタープリテーションは楽しくなければなら

ない
②�インタープリテーションは適切でなければなら

ない
③�インタープリテーションは良く整理されていな

ければならない
④�インタープリテーションはテーマがなければな

らない

(7) ラリー・ベック (Larry Beck)，テッド・T. 
ケーブル (Ted T. Cable)

この二人は 1998 年に「21 世紀のためのインタ
ープリテーション」”Interpretation for the 21st 
Century”という本を出版し，将来のインタープ
リテーションはどの方向に向かうべきかを著した

（Beck & Cable 1998）。 またミルズやティルデ
ンの考えを元に， インタープリテーションの 15
の原則を打ち立てた。

その 15 の原則とは
①�好奇心を持たせるために，インタープリターは

解説する対象をビジターの生活と関連づけて話
すと良い。

②�インタープリテーションの目的は単なる情報提
供に終わるのではなく，その情報の背景にある
もっと深い意味と真実までもインタープリテー
ションのプレゼンテーションで語れるようにす
ることである。

③�芸術作品としてのインタープリテーションのプ
レゼンテーションはビジターに伝達し，楽しま
せ，そして啓発する物語性をもってデザインす
べきである。

④�物語をインタープリテーションする目的は訪れ
る人々を啓発し，彼らの視野を広げてあげるこ
とにある。

⑤�インタープリテーションは完全なるテーマや物
語を伝え，全人格に働きかけるものでなければ
ならない。

⑥�子供やティーンエージャーやシニアや修学旅行
の生徒たちへのインタープリテーションは根本
的に違ったアプローチでインタープリテーショ
ンを行う必要がある。

⑦�すべての場所には歴史がある。インタープリタ
ーはその場所の過去をより生きたものにして現
在をより楽しませ，さらに未来をより意義ある
ものとする。

⑧�高度の技術は世界をもっとも刺激的にするが，
この技術を使う時にはより先の事に注意を払い
ながら利用すべきである。

⑨�インタープリターは情報を提供する際には自分
自身が知っている量と質（選択と正確さ）に注
意を払うべきである。焦点を定め，より正確に
調べたインタープリテーションの方が長い話よ
り力強い。

⑩�インタープリテーションにアート（芸術）を適
用する前に，インタープリターは基本的なコミ
ュニケーション技術を持っていなければならな
い。また，質の高いインタープリテーションは
途切れることなくインタープリターの知識や技
術を積んでいくことである。

⑪��書いて説明するインタープリテーションは読者
が何を知りたいかを念頭に置き，知恵，気づか
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い，心配りを持ってまとめることである。
⑫�すべてのインタープリテーションのプログラム

は，財政，ボランティア，政治，行政等から支
援が得られるものでなければならない。どんな
支援でもそのプログラムを成功に導くためには
必要である。

⑬�インタープリテーションは人々の精神を高め，
資源を保護する気持ちをもたせ，彼らが徐々に
周囲の美しさに気づき，それをさらに感じたい
と思う気持ちにさせるものでなければならな
い。

⑭�インタープリターは熟考したプログラムと施設
のデザインを通して，ビジターが適切な体験を
することができるように努力すべきである。

⑮�情熱は力強く効果的なインタープリテーション
をするための大切な要素である。その土地の資
源に対する情熱や，その資源によって啓発され
る人々への情熱である (U.S. National Park 
Service 2007)。

３． アメリカ国立公園のインタープリテー
ションの歴史

アメリカの国立公園におけるインタープリテー
ションは米国陸軍の騎兵隊がイエローストーン国
立公園に駐屯して国立公園を管理していた頃から
始まったと言われている。 兵隊たちはアッパー・
ガイザー・ベイスンに駐留して， 訪れるビジター
達に間欠泉について説明をしていたが， 科学的に
正確な説明ができたわけではない。 それでもビ
ジターは兵隊たちによる解説を楽しんだようであ
る。 また初期のころはイエローストーンのホテ
ルの従業員がガイドをしてチップをもらったりし
ていたようである (Mackintosh 1986)。

しかしアメリカ国立公園管理の歴史の中でイン
タープリテーションの役割が教育的目的を持って
位置づけられたのは，1916 年のアメリカ国立公
園局基本法 “National Park Service Organic Act 
of 1916” が制定されてからである。 国立公園の
父といわれるステファン・マザーは国立公園局が
出来た一年後の 1917 年には， すでに資源インタ

ープリテーションの計画に着手し， 自分の資産を
投じて， カルフォルニアのヨセミテ国立公園で， 
野外観察を講義してもらうためのナチュラリスト
を雇ったと言われている。 また 1919 年には，ス
テファン・マザーが鉄道での帰路， ヨセミテの環
境が脅かされていることを杞憂しながらタホー湖
のフォールンリーロッジに滞在したところ， その
ロッジで開催されていたインタープリテーション
に人気が集まっているのに気づいた。 聞くとこ
ろによると，このロッジのオーナーはスタンフォ
ード大学で生物学の学位を取り， この自然解説や
夜のネーチャート―ク等のインタープリテーショ
ンがノルウェーのリゾート地で繰り広げられてい
るのを見て，自分のロッジにも取り入れたと言う
ことだった。 ステファン・マザーはこの方法に
よってヨセミテの天然資源の価値を理解してもら
えるものと考え， 翌年， 早速ヨセミテとイエロー
ストーン国立公園にナチュラリストの職員を配属
し， アメリカのインタープリテーションが開始さ
れたとも言われている (Mackintosh 1986)。

 20 世紀に入るとイエローストーン国立公園で
テントの貸し出しを行っていたウイリーキャンプ
会社が先生を雇い，レクチャーやキャンプファイ
アーのプログラム等をやらせた。この傾向が周辺
にも影響を与え，のちにロッキー山脈国立公園と
なった地域ではミルズがネーチャーガイドの先駆
けとなった。1905 年にはアリゾナ州のカサ・グ
ランデ史跡保護区（のちのカサ・グランデナショ
ナルモニュメント）の管理官だったフランク・ピ
ンクリー (Frank Pinkley) があたらしい形のイン
タープリテーションのパイオニアとなった。彼は
史跡から掘りだした考古学的発掘物を修復してつ
なぎ合わせ，先史時代の古器物の見本として展示
したのである。そのことから，ピンクリーは国立
公園博物館の展示の先駆者と呼ばれた。また，そ
の前の年にはヨセミテ国立公園に駐在していた第
９駐屯隊のヘンリー F. パイプスが道に沿って 36
種の植物に名前をつけることを試みた。残念なが
らその土地が個人の所有と分かり，のちにその展
示は廃止になってしまった。また，それらと一緒
に博物館や図書館の建設も計画されていたのだ
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が，その計画はもろくも崩れ去ってしまった。よ
うやく 1915 年にヨセミテに博物館が建てられた

（Mackintosh 1986）。
　1920 年代に入るとインタープリテーション

の企画立案方法や技術がすすみ，ますます高度化
してきた。1930 年代のホラス・オルブライト
(Horace Albright) の時代にはいると，歴史地区
の保護に特に力がそそがれた。この時期は世界大
恐慌からの不景気の時代が続いており，その打開
策としてニューディ―ル政策のもとに多くのパー
クミュージアムが建設された。1939 年までに国
立公園システムのもとで，76 もの博物館が作ら
れたのである。そのうちの三分の一は恒久的な建
物の恒久的に展示されるものであった。1935 年
にはワシントン D.C. の国立公園局に博物館部も
新設されたのである。しかし，1940 年代，50 年
代は国立公園の利用者の数が増加していったにも
かかわらず，国立公園の利用サービスに対する施
設等の整備が間に合わず，公園局はずっとその対
応のまずさを非難されていた。

そこで 1960 年代にはいると，国立公園局設立
50 周年を記念したミッション 66 の取り組みを開
始し，ビジターセンターやビジターサービスのイ
ンフラ整備をより充実させるための本格的なプロ
ジェクトが始まったのである。多くのビジターセ
ンターが建設されたのもこの時期である。また，
リビングヒストリーの手法による博物館展示が始
まったのもこの時期である。この 1960 年代はア
メリカの新環境運動の時代とも一致し，国立公園
のインタープリテーションも深くエコロジーに関
係した環境教育にギア―が切られていった時代で
ある。1967 年から 70 年にマザートレーニングセ
ンターの所長だったレーモンド L. ネルソン
(Raymond L. Nelson) は特に環境インタープリテ
ーションに熱心な人物であった。したがってこの
時期は諸々の動植物の関わり合い， 生態学， 景観
等についての解説がなされるようになり， これら
は必ずしも特異なものについてだけ解説するもの
ではなかった。これは公園管理全般についての関
心が高まった結果だと思われるが，その解説の範
囲はまだ限られており， 公園及びその周辺にどん

なものが生息しているのかの解説にとどまってい
た ( Donaldson 1998)。

この時期に公園利用者が環境問題に関心を持つ
ような教育をする傾向になっていった理由は以下
の考え方からきている。

(1) 国立公園は周辺の景観と切り離して存在す
るものではない。

(2) 国の環境政策を支援するためのモデルや， 
基本原則を示す指針が国から求められてい
る。

(3) 国立公園は自然遷移のモデルを示すもので
あり， 林業のような持続可能な資源利用が
行われる景観と比較対照されるものである。

(4) 国立公園の利用者は高い教育を受けた人が
多く， それだけ環境教育を受ける素地を持
っており， また政策決定にも大きな影響を
与える人々である。

(5) 人手での加わらない国立公園の環境は， 新
たな哲学や倫理観を生み出す可能性を秘め
ており， 脱産業社会の価値観の転換を促し， 
新たな土地倫理を確立させる可能性を秘め
ている。 こういった方向転換は長期目標で
あるが， 将来の国立公園や環境全般の生態
系のバランスを保護するために重要である。

このようにアメリカのインタープリテーション
の基本原則である「教育」は 1916 年以来変わっ
てはいないが， それをどのような方法で行ってい
くか， またどのような目標を設定して行われてい
くかについては社会変動とともにそのニーズが変
わってきた。 1980年代以降は，環境教育と同時に，

「見えるものを通して見えないものを見る」“from 
tangible to non-tangible”， 感性を磨くことによ
り自然の尊さを理解し，かつ普遍的な価値を理解
し， 自然や文化遺産を後世にまで伝えて行く思想
が養われてゆくことを努力目標にした解説プログ
ラムがつくられてきた ( Donaldson  1998)。そし
て 21 世紀に入るとベックとケーブルが，ミルズ
やティルデンの思想をさらに補足した 15 の原則
をまとめ，現在に至っている。

こうしてみると，アメリカのインタープリテー
ションは公園の特異な事柄や驚異的な自然を驚嘆
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すべき神の創造物として説明していた時期，文化・
歴史遺産を展示，説明するための博物館，ビジタ
ーセンターの施設整備に力を注いだ時期，リビン
グヒストリー等の方法でビジターに理解させよう
と努めたエンターテイメント色が強かった時期，
そして環境問題を意識し，環境教育を強く念頭に
おいたインタープリテーションを実践していた時
期，そして，現在はビジターが普遍的真実に心を
震わせられるようなインタープリテーションとは
いかにというところでいろいろな議論が重ねられ
ている状態といえよう（Fudge 1998）。

　
４． フリーマン・ティルデンのインタープ
リテーション論

アメリカのインタープリテーションプログラム
の根底を流れているのが，フリーマン・ティルデ
ンの思想である。1957 年に出版されたフリーマ
ン・ティルデンの「我々の遺産を解説する」

“Interpreting Our Heritage”は，インタープリ
テーションのバイブルと言われアメリカのインタ
ープリテーションに携わるパークレンジャーは皆，
この本を古典書として携えているが， 1980 年代
以降の「見えるものを通して見えないものを見る」
思想は，まさにティルデンのメッセージを思い起
こし，忠実に実行しようとしたことに他ならない。

ティルデンのインタープリテーションに関する
6 つの原則はあまりに有名ではあるが， この原則
の根底を流れているのが「愛」（Love）であり， 
資源に対する愛， 及びその心を人々の間で分け合
うことの大切さを説いている (Tilden 1957)。 こ
の 6 つの原則とは
(1) ビジターの個性や経験に何かを訴えないよう

なインタープリテーションは無意味である。
(2) インフォーメーションはインタープリテーシ

ョンではない。 インタープリテーションはイ
ンフォーメーションに基づいて真実を発見す
ることである。 この 2 つは全く異なるもので
あるが， すべてのインタープリテーションは
インフォーメーションを含む。

(3) インタープリテーションは芸術である。 これ

は様々な芸術が組み合わされており，その材
料は科学，歴史，建築等であったりする。 ど
の芸術もまた教えうるものである。

(4) インタープリテーションの主目的は知識の伝
達ではなく， 刺激を与え誘発することである。

(5) インタープリテーションは全体を示すもので
あって， 部分を示すものではない。 またその
人の全人格に向かって掲示するものであって， 
一部への掲示ではない。

(6) 子供に対するインタープリテーションは大人
に対するインタープリテーションの濃度を薄
めたようなものであってはならない。 根本的
に異なったアプローチを取る必要があり， ま
たその為の異なるプログラムも必要とされる。

このようにティルデンは， インタープリテーシ
ョンは単なる情報の伝達でもなく， 公園内で見る
こと， やれることの行事， イベントの一覧を提供
するものでもなく， ビジターが不思議さと好奇心
で胸を躍らせるようにすることであると述べてい
る。 各個人が公園の資源をどれだけ感覚的に理
解できるかによるが， インタープリターは公園に
ついての解説をすることでビジターたちができる
だけ感覚的にとらえ， 更なる知覚を高められるよ
うにする役割を担っている。 その結果，ビジタ
ーと公園とのより良い関係が築かれるのであると
述べている（Tilden 1957）。

５． アメリカの国立公園におけるインター
プリターの条件と資質

それでは， アメリカの国立公園において， イン
タープリターになるにはどのような資質が求めら
れているのだろうか。アメリカ国立公園局ビジタ
ーサービス担当者に聞いてみると次のような答え
が返ってきた (Donaldson 1998)。
(1) 基本的には大学卒で関連分野の学士号を取得

していること。 例えば， 生物， 歴史， 心理学，
教育， ジャーナリズム， 語学， 造園等

(2) 人が好きであること
(3) アーティストである事
(4) 文章力，表現力があること

31_親泊.indd   19 15.2.20   6:51:09 PM



アメリカ国立公園のインタープリテーションとインタープリターについて20

(5) 公園の特色，テーマ， そしてミッションを理
解させる能力を持っていること

(6) What ではなく， why の心を引き出し， それ
に答える能力

(7) 感性と知性を引き出す能力
(8) 有形なものを無形なものに昇華させる能力，

そして，そこから，命，愛，死といった普遍
的価値を導き出せる能力

(9)「自然を思いやる心」，「自然を感じる心」を引
き出す能力， そして自然保護の心を理解させ
る能力， そして自ら管理する心を持たせる能
力

(10) その場所に触れ，実体験し， そして自然を敬
愛する心を持たせる能力

また，アメリカの国立公園では毎年， その年で
一番上手なインタープリターにフリーマン・ティ
ルデン賞が授与されるのだが，1997 年にティル
デン賞を受賞したインタープリターに上手なイン
タープリテーションのコツを聞いてみると次のよ
うな答えがかえってきた（Arning 1998）。
(1) 声が大きい， ハキハキ話すなどの物理的効果

もさることながら， 何よりも一番うまい下手
の決め手はその人の人柄そのものである。

(2) 時として何もしゃべらないほうが効果的な場
合もある。

(3) 実体験を通した解説の方が迫力を感じてもら
える。

(4) 対象となるビジターによっては手法を変える
ことはあるかもしれないが， 自分のスタンス
は変える必要はない。

(5) オールラウンドである必要はない。 何か一つ
得意なものがあればよい。

(6) 個性的なインタープリテーションは人の心に
残る。

(7) 少数を対象とした話し方の方が人の心を捉え
る。

確かに彼の言うことはもっともで，彼は歴史学
で修士号を持っていると言うことで特に歴史が得
意のようだったが，ワシントン D.C. で彼のイン
タープリテーションを聞いてみると，エイブラハ
ム・リンカーン像の前では，リンカーンのゲティ

スバーグでの演説として知られる「人民の人民に
よる人民のための政治」というメッセージについ
て解説をする時に， 古代ギリシャの民主政から解
説を始めた。 また，フォード劇場でのリンカー
ン暗殺の解説では，リンカーンの暗殺の瞬間まで
を克明に説明し，ツアーに参加しないで個別で見
学をしていた人たちが集まり始め，最後は人だか
りの山が出来る程であった。知識の深さが大きく
影響することを目で確かめた経験であった
(Arning 1998)。

実際，公園内でのインタープリテーションをす
る時には公園の法制度や公園計画，土地資源管理
計画をきちんと把握しておく必要がある。 また
公園の歴史， 科学， 公園資源等， 正しい情報に基
づいてインタープリテーションをすることが必要
だが， アメリカの場合は何よりも第一の条件とし
て「人を好きであること」をあげている。 なぜ
ならインタープリターが仕事をする対象はビジタ
ー達であり，人間嫌いではまず務まらない。また
数多くの アメリカのインタープリターは笑顔を
たやさない。 さらにジョークやアドリブをたっ
ぷりいれる。ワシントン DC のフォード劇場のあ
るベテランインタープリターは，最初に挨拶をし
ながら，｢ 出身は ｣ と， 次々にビジターのグルー
プに声をかけながら，彼らがアメリカのどの州か
らやってきているかを瞬時に把握して， その州と
関連づけながら解説を進めていた。また， 別のベ
テランの女性インタープリターは，解説をしなが
ら歌を交えていた。また，黒人のインタープリタ
ーはラップ調の調子のいい軽快な口調でインター
プリテーションをしていた。 聞いていると思わ
ず踊りたくなるような雰囲気を作り出していた。 
もちろん若いビジターに大うけであった。 若い
新米女性インタープリターは自分のお父さんと同
じような年代層に向かって，「My daddy is…」
を連発しながらかわいらしく解説をしていた。 
どれをとっても大変個性ある解説で， これこそが
個性的インタープリターで心に残るインタープリ
テーションということになるのではないだろう
か。したがって，インタープリテーションという
のは特定のモデルや最高のモデルがあるのではな
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く，自分がインタープリテーションを行う公園の
知識， 訪れるビジターのタイプ， そして自分の経
験と個性， この 3 要素をうまくかみ合わせながら
解説をするということである ( 親泊 1989)。

6．上手なインタープリテーション

ところでアメリカの国立公園におけるインター
プリテーションプログラムについて研究をするき
っかけは偶然のことから始まった。ワシントン
D.C. の国立公園局に勤務するアメリカ人の友人
が，ワシントン D.C. にはたくさんの日本人観光
客が来て，国立公園局が管理する史跡やモニュメ
ント等を見て回っているのだが，その時の日本人
ガイドが果たして本当に私たちが伝えたいメッセ
ージを説明しているのかがいつも気にかかる。で
きればそれを私に調査してほしいとのことであっ
た。私はバイリンガルの学生を 2 カ月ワシントン
D.C. に滞在させその調査をしたのだが，案の定，
日本人観光客相手の日本人ガイドは，プロのイン
タープリターでもなければガイドでもなく，その
中でも特にアルバイトで雇われている日本人ガイ
ドは，多くの場合，かなり間違った情報を説明し
ていることがわかった。そこでバイリンガルの学
生にアメリカのインタープリテーションのトレー
ニングを受けさせ，2 ヶ月目からは，アメリカ人
のインタープリターとバイリンガルの学生とがペ
アで日本人旅行者の団体のそばに立ち，日本語ガ
イドの話を一緒に聞き，間違った説明をしている
時には，アメリカ人のインタープリターが正しい
説明をして，日本人のバイリンガルの学生が通訳
をするということを試みたのだが，ほとんどの場
合，「急いでいるので」とか，「時間がないので」
と言って断られたケースが多く，せっかくワシン
トンに来ていながら，間違った説明を受けて帰国
する日本人観光客が気の毒であった。アメリカの
公園局のレンジャーたちもとても残念がっていた
が，日本人観光客もガイドによる説明とインター
プリターによる説明の違いをきっと理解できてい
なかったのだろう。特に団体旅行の場合には，イ
ンタープリテーションプログラムに参加して，じ

っくりと何かを感じたり理解するところまで行く
のは難しい。この辺にも日米の国立公園を訪れる
ビジターの意識の違いがみえてくる。

それでは，インタープリテーションのトレーニ
ングを受けたバイリンガルの学生は，インタープ
リテーションをする際にどのように勉強すべきか
を学んだのだろうか。彼はティルデンの「我々の
遺産を解説する」という本と，ルイスの「パーク
ビジターのために解説する」の 2 冊の本を読むよ
うに言われ，同時に以下の留意点を教えてもらっ
たのである。
(1) インタープリテーションを行う際に，ビジタ

ーにこの公園を訪れた時に何を心に残しても
らうか， そのテーマ（メッセージ）をしっか
り持って始めることである。 例えば，単にそ
の樹木について説明するのではなく， その樹
木がこの公園にとってどのように大切なもの
であるかを訴えられるかである。

(2) これから解説することについてのアウトライ
ンを最初に簡単に話しをする。 これはビジタ
ーの関心を引くための最初の出だしとしてと
ても大切である。 例えば，「今日は植物につ
いて話します。」というよりは「もし植物が我々
と話しができるとしたら，この植物たちは我々
に何と言うでしょうか？」そしてインタープ
リターは， 植物が語るような調子で何を言い
たいか， どのように言いたいかを説明すると， 
きっとビジターの関心をよりひきつけること
ができる。

(3) 解説には最後のまとめも大切である。インタ
ープリターはビジターの心に残るようなエン
ディングを用意しなければならない。終わり
の話は一つの言葉であっても良いし，短い言
葉や文章などでも良いが，比較的短い言葉の
方が効果的である。

(4) 解説する際にスライドやその他，いろいろな
機器を使用する場合があるが，その際には早
めに準備をし，機器をテストし，部屋の状況
等を調べ，一番効果的に使用できるようセッ
トする心がけも大切である。

さらに，これらにつけ加えて注意すべきことは
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(1) まずは直接体験がベストであり， 資源に直接
触れさせることが重要である。
インタープリテーションはインフォーマルな
教育であることを記憶しておくべきである。

(2) 利用者はまったくのボランティアの参加であ
り， 自由意志での参加であることを忘れない。

(3) 参加者は通常，満足できることを期待してい
る。

(4) インタープリテーションはインスピレーショ
ナルなものであり， かつ動機づけられるもの
であって， 単なる知識の提供であってはなら
ない。

(5) インタープリテーションはビジターの態度の
変化， 知識の増加， 行動の変化をもたらすこ
とを目的とする。

(6) インタープリテーションは物理的行動そのも
のであるが， 本質的な価値に基づくものであ
り， そこから感謝， 理解， そして本質的な価
値を保護する気持ちを啓発させるものでなけ
ればならない。

7． 日本のパークインタープリテーション
の資格について

日本ではいまだインタープリターの資格制度が
ない。 1992 年に環境庁が検討会を開催した時に
はインタープリターの資質として，1．ナチュラ
リストであること，2．プランナーであること， 3. 
リーダー， オーガナイザーであること等の条件が
挙げられた。これらはアメリカのインタープリタ
ーの資質や条件とかなりの違いがある。このイン
タープリター資格制度に関する検討会は，その後
何回か開催されたのだが，けっきょくは資格制度
の実現には到らなかった。なぜだろう。

一つには一般論としてむやみに資格をつくるこ
とがよいことなのかという問題点が指摘されたこ
とである。当時すでに多くの公益法人や財団法人
がいろいろな資格制度を作って，それを組織運営
の財源としている傾向が見られ，世間で問題化し
ていたことである。二つ目としてどのような試験
をパスすれば資格が与えられるかという資格の基

準の設け方の問題である。自然公園の基本的な法
律の知識を条件の中にいれるのか，動植物，生態
学の知識は必要なのか，受験資格に年齢制限を設
けるのか等を考えてみると，かならずしもこれら
の試験に合格したからとて優れたインタープリタ
ーが担保できるわけでもない。むしろ自然公園の
法律を知らなくとも，伝統的な知恵で上手に自然
の管理をしてきている地元の人も大勢いる。また，
地元に長く住んでいるお年寄りの中には，その土
地の伝統，文化，食生活等についてかなり詳しい
インタープリテーションが出来る人もいるはず
で，このような人たちは，自然や法律の知識がな
いからとか，年齢が高すぎるからと資格から排除
してしまうべきなのだろうか。また北は北海道か
ら南は沖縄まですべての動植物や生息地の知識を
持っていないとインタープリターにはなれないの
か。ある一定の地域を拠点にインタープリテーシ
ョンをするのであれば，インタープリテーション
ができるその地域の知識で充分なのではないか。
それにインタープリターは単なる知識だけの伝達
でないとすると，知識とは違う資格を審査する必
要があるのではないだろうか。それはビジターに
対する心配り，気遣い，思いやり等の要素が入っ
てくるだろう，そしてそれはどのように審査する
ことができるのだろうか等，インタープリターの
資質と言うのは，通常の資格試験とは異なる要素
がたくさんあって難しいとの結論からいったん棚
上げになってしまったのである。

現在では，日本インタープリテーション協会や
清里にあるキープ協会，自然教育研究センター等
がインタープリターを目指す人たち向けのトレー
ニングセミナーを開催したり，経験を積む為の
On the Job Training の場も自然公園等で提供し
ている。また，有限会社自然計画は大学等に講師
を派遣して，インタープリテーションの実習授業
を国立公園で行っている。また，上記のインター
プリテーション関連で働いていた専門家が現在で
は大学の常勤講師としてインタープリテーション
の授業と研究を進めている例もある。江戸川大学
の現代社会学科ではすでに 10 年以上前から「イ
ンタープリテーション論」の授業科目を設け，平
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成 26 年度からは海外のインタープリテーション
について学ぶ「インタープリテーション上級論」
の授業も新設開講し，大学でのインタープリテー
ション教育の先駆けといえよう。

また，それらの協会やセンター等のインタープ
リテーションの方法には基本の概念や考え方は同
じでも，それぞれのプログラムの材料の使い方や
内容の組みたて方，実践の仕方や間合いの作法等
に多少の違いがみられる。そういう点から，日本
のインタープリテーションには統一したスタイル
があるのではなく，日本の茶道や生け花等のよう
な流派の違いを感じるのである。したがって，こ
れからインタープリターを目指したい人はどの流
派のインタープリテーションを学ぶかを考えて，
それらの異なる流派のインタープリテーションプ
ログラムに参加しながら自分にあった流派を選ん
でプロフェッショナルになる道を精進すべきであ
ろう。

おわりに

アメリカにおけるインタープリテーションはコ
ミュニケーションの一種であり，そのコミュニケ
ーションの取り方には独特の作法がありそうであ
る。見えるものから，言葉の背景にあるみえない
ものを察し，そこに秘められたメッセージを感覚
としてとらえ，そこにある普遍的な価値を見出し
ていくという考え方は，なにか東洋の思想や仏教
の思想と類似のにおいを感じないだろうか？

こういったアメリカのインタープリテーション
プログラムの政策の変遷をたどっていくと，どう
やら政策の中心にいた公園局の職員の思想と関係
があることがわかる。すなわち，1980 年以降，
インタープリテーションの基本とも言われる

“tangible to non-tangible”の考え方を普及させ
てきたアメリカ公園局のビジターサービスの担当
者たちは，アメリカの新環境運動が起こってきた
60 年代には高校生であり，60 年代後半のベトナ
ム戦争の時に大学生としてアメリカのベトナム戦
争に反対し，アメリカの主流の価値観に抵抗し，
東洋の思想に憧れたヒッピーやフラワーチルドレ

ンといった世代の若者たちだったのである。アメ
リカの金銭的な豊かさや消費社会のライフスタイ
ルといった価値観に疑問を呈しながら大学生活を
送った人たちが多かった。まさにレイチェル・カ
ーソンの「沈黙の春」（Carson 1962），シューマ
ッハーの「スモール イズ ビューティフル」
(Shumacher 1973)， バリー・コモナーの「クロー
ジング サークル」(Commoner 1972) 等の生態学
的に環境を認識する本が次々に出版され，そうい
う影響を受けた彼らが，インタープリテーション
プログラムの政策立案の中心になっていくにつれ
て，アメリカのインタープリテーションプログラ
ムの考え方も彼らの思想を反映するものへと変化
してきたのである。その結果，環境教育の色が強
く出てくると同時にその理解の仕方に仏教的要素
や東洋的なコミュニケーションの手法が入ってき
たのである。もちろん，1990 年代というのは世
界的に環境運動の関心が高まり，1992 年のブラ
ジルサミットではアジェンダ 21 に多くの環境宣
言が盛り込まれており，各国環境の意識に対する
ギアチェンジを余儀なくされ，そういった外的要
因も強く働いていることは間違いない。

このような解釈をするならば，アメリカのイン
タープリテーションという職業技術は実は日本人
にとっては得意とするコミュニケーションスキル
といえるのではないだろうか。多くを語らずして
心情を察する心，メッセージの奥の真実を読み取
る心，そして語らずして察する心など，フリーマ
ン・ティルデンの説くインタープリテーションの
極意とはまさに東洋のコミュニケーションの一手
法と言い切ることもできるのではないか。ティル
デンは特にラルフ・ウォルド・エマソンやヘンリ
ー・デービッド・ソロー等のトランセンデンタリ
ズムの影響を受けたとされているが，そのエマソ
ンの思想は実はペルシャ，インド，中国の古代思
想にその出発点があったと言われており，巡り巡
ってアメリカの国立公園のインタープリテーショ
ンの思想として広がった。そういった観点からも，
インタープリテーションの思想といい，そのコミ
ュニケーションのスキルといい，かなり東洋的な
影響を受けていると言えるのではないだろうか。
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日本におけるインタープリテーションの歴史は
浅いが，その技術は実はすでに昔から使われてき
たコミュニケーションツールであり，それを国立
公園の自然保護思想の普及にどう役立てるかが今
後の日本におけるインタープリテーション発展に
考えるべき事柄なのではないだろうか。
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